
2022 年度車いす安全整備士養成講座 開催報告 
 

初めに、2010年 10月に第1回を開始した車いす安全整備士養成講座も、2023年 3月を以て、

開催回数が111回に至りました。つきましては、2022年度の総括として、本開催報告を掲載い

たします。 

 

1.2022年度開催履歴（受講者数は再試験者を含めた数） 

開催回 開催日 会場 受講者数
(再試験含む)

合格者数 合格率

第97回 2022年4月9・10日(土・日) 一般社団法人日本福祉用具評価センター(兵庫県) 6 4 75.0%
第98回 2022年5月14・15日(土・日) 一般社団法人日本福祉用具評価センター(兵庫県) 11 11 66.7%
第99回 2022年5月18・19日(水・木) 名古屋トヨペット(愛知県) 8 8 85.7%
第100回 2022年6月1・2日(水・木) 名古屋トヨペット(愛知県) 11 11 92.3%
第101回 2022年6月16・17日(木・金) 一般社団法人日本福祉用具評価センター(兵庫県) 18 15 88.9%
第102回 2022年7月23・24日(土・日) 一般社団法人日本福祉用具評価センター(兵庫県) 18 13 91.7%
第103回 2022年8月3・4日(水・木) 名古屋トヨペット(愛知県) 10 9 81.8%
第104回 2022年8月18・19日(木・金) 一般社団法人日本福祉用具評価センター(兵庫県) 16 12 83.3%
第105回 2022年9月10・11日(土・日) 一般社団法人日本福祉用具評価センター(兵庫県) 13 11 92.9%
第106回 2022年10月13・14日(木・金) 一般社団法人日本福祉用具評価センター(兵庫県) 13 8 60.0%
第107回 2022年11月5・6日(土・日) 国民生活センター(神奈川県) 45 30 84.6%
第108回 2022年12月1・2日(木・金) 一般社団法人日本福祉用具評価センター(兵庫県) 15 13 41.7%
第109回 2023年１月14・15日(土・日) 一般社団法人日本福祉用具評価センター(兵庫県) 14 10 75.0%
第110回 2023年2月9・10日(木・金) 一般社団法人日本福祉用具評価センター(兵庫県) 14 8 100.0%
第111回 2023年3月11・12日(土・日) 一般社団法人日本福祉用具評価センター(兵庫県) 24 15 57.1%

総計 236 178 75.4%  

 

 

2.プログラム 

 



3.講習の様子 

会場：日本福祉用具評価センター(JASPEC) 

 

会場：名古屋トヨペット 

 

4.参加者数・合格率 

（1）開催回 総合 参加者・合格率データ 

 

※上記の表には、公益財団法人テクノエイ

ド協会主催の「福祉用具プランナー管理指

導者養成コース」のカリキュラムに含まれ

ている本講座カリキュラムによって、車いす安全整備士を受講及び合格された方の数値は含ま

れていません。 

第97回 6 4 66.7%
第98回 11 10 90.9%
第99回 8 6 75.0%
第100回 12 10 83.3%
第101回 18 12 66.7%
第102回 18 10 55.6%
第103回 10 9 90.0%
第104回 16 11 68.8%
第105回 13 11 84.6%
第106回 14 7 50.0%
第107回 45 29 64.4%
第108回 15 12 80.0%
第109回 14 10 71.4%
第110回 15 8 53.3%
第111回 24 15 62.5%
総計 3210 2224 69.3%

開催回 受講者数
(再試験含む)

合格者数 合格率

第1〜10回 289 240 83.0%
第11〜20回 387 251 64.9%
第21〜30回 546 360 65.9%
第31〜40回 570 374 65.6%
第41〜50回 532 364 68.4%
第51〜60回 274 195 71.2%
第61〜70回 92 53 57.6%
第71〜80回 104 89 85.6%
第81〜90回 111 85 76.6%
第91〜96回 66 49 74.2%



5.2022年度開催：神戸・関東・名古屋   定員：神戸24名・関東45名・名古屋12名 

2022年
4月 97 回 5月 98〜99 回 6月 100〜101 回

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
1 2 3 1 1 2 3 4 5

4 5 6 7 8 9 10 2 3 4 5 6 7 8 6 7 8 9 10 11 12
11 12 13 14 15 16 17 9 10 11 12 13 14 15 13 14 15 16 17 18 19
18 19 20 21 22 23 24 16 17 18 19 20 21 22 20 21 22 23 24 25 26
25 26 27 28 29 30 23 24 25 26 27 28 29 27 28 29 30

30 31

7月 102 回 8月 103〜104 回 9月 105 回
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4
4 5 6 7 8 9 10 8 9 10 11 12 13 14 5 6 7 8 9 10 11
11 12 13 14 15 16 17 15 16 17 18 19 20 21 12 13 14 15 16 17 18
18 19 20 21 22 23 24 22 23 24 25 26 27 28 19 20 21 22 23 24 25
25 26 27 28 29 30 31 29 30 31 26 27 28 29 30

10月 106 回 11月 107 回 12月 108 回
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 2 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4
3 4 5 6 7 8 9 7 8 9 10 11 12 13 5 6 7 8 9 10 11
10 11 12 13 14 15 16 14 15 16 17 18 19 20 12 13 14 15 16 17 18
17 18 19 20 21 22 23 21 22 23 24 25 26 27 19 20 21 22 23 24 25
24 25 26 27 28 29 30 28 29 30 26 27 28 29 30 31
31

2023年
1月 109 回 2月 110 回 3月 111 回

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
1 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

2 3 4 5 6 7 8 6 7 8 9 10 11 12 6 7 8 9 10 11 12
9 10 11 12 13 14 15 13 14 15 16 17 18 19 13 14 15 16 17 18 19
16 17 18 19 20 21 22 20 21 22 23 24 25 26 20 21 22 23 24 25 26
23 24 25 26 27 28 29 27 28 27 28 29 30 31
30 31  

6.2022年度総括 及び 2023年度開催に向けて 

・総括 

今年度も、コロナ禍に対する警戒を緩めることなく、感染予防を徹底した運営を開催要項の中

心軸において、開催を進めて参りました。 

昨年度と引き続き、名古屋トヨペット様の「全店舗に車いす安全整備士を配置」という目標達

成に向け、企業単独開催を行い、本年度で達成に致りました。 

 

感染対策の観点上、12 名という少人数開催から、2022 年度は人数制限を緩和し、24 名枠で開

催しましたが、施設や病院の職種からの参加者はかなり少なかったこともあり、参加申し込み

枠としては、かなり余裕のある状態での開催ばかりでした。 

コロナ禍以来、開催を中止していた関東開催を、従来の60名枠から今年度は45名枠に減らし

て再開しました。こちらも申込は少ないであろうと想定していたのですが、関東開催は、45名

枠に対して申込受付開始後に数日で埋まり、キャンセル待ちが出ている状態でした。とはいう

ものの、アンケートによる受講者職種を確認すると、やはり施設や病院の職種からの参加者は

ほぼいない状態でした。 

 

しかし、メンテナンスに対しての興味が薄れていたわけではないことと、研修の形態としてWeb



セミナーが一般化したことからか、施設や病院の職種からの車椅子メンテナンスのWebセミナ

ー依頼が多くなったという年度でもありました。 

メンテナンスをWeb研修として行う場合、聴講者が正しく工具を使用できているか否かがわか

らないことや、動作の説明などでニュアンスが伝わりにくいことから、カリキュラムとしてWeb

で実施できる項目はかなり少なくなってしまうのですが、それでも「Web セミナーをして欲し

い」という声が増えたという、不思議な年度だったように思います。 

 

また、直接影響する内容ではないこととしてもう一つだけお話させていただきます。 

2021年 3月に、JIS Y2001という国家規格が公示されました。この規格は、端的に内容説明す

ると、「レンタルする福祉用具が安全な状態で提供されるためには、システム的にメンテナンス

工程を行う必要がある。そのために必要な事項を、要求事項として列記されている規格」です。 

この要求事項の中の、メンテナンスを行う者への教育と、教育された者のレベル判定という内

容を踏まえ、福祉用具のメンテナンスに関する資格は、車椅子に限定した当講座しかありませ

ん。また、車椅子という構造を題材にして、ねじやナット、工具の使い方、手順の重要性を学

んでいただいている当講座を基軸に、他の福祉用具のメンテナンスにも活用していただけると

思っています。 

詳しくは、 https://jaspec.jp/exam-registration/ から 

専用サイトをご確認ください。 

・2023年度に向けて 

コロナ禍については、完全に終息したわけではありませんが、一定の収束はしたことから、開

催については、最大 24 名×1 回/月という枠を継続し、奇数月の土日開催、偶数月の平日開催

で継続してまいります。 

また、関東開催も引き続き、45名受け入れ枠で予定しています。 

開催日程などは、通常開催月の二ヶ月前（関東開催は三ヶ月前）には、当サイトで受講申し込

み受付を開始いたしますので、都度のご確認をお願いいたします。 

 

2023年度も、資格取得者の増加だけでなく、実務上、有効活用してもらうために、運営事務局

ができることに注力した推進を行ってまいります。 

 

まだ受講されていない方、身近に有資格者がいないという方は、

是非とも本講座受講のご検討のほど、よろしくお願いいたしま

す。 

 

文責：車いす安全整備士養成講座運営事務局 

担当責任者 西山 輝之 

 

https://jaspec.jp/exam-registration/

